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近年，わが匿の人口の老齢北に伴ない，動臆硬犯に基
づく大動探疾患が増加するとともに，その診断，と予わ
け，早期診断および、経過につれ繰り返えし検査できる非
観血的検査法の重要性が認められつつある。ここでは，
非観車的大動脹検査法について，教室での経験を中心に
述べることtこする。 
1. 身体罰晃
身体所見は診断の基礎であって， 多くの大動隷疾患
は，外来での一般診察によりその疑いを持つことができ
る。すなわち，動脈系金体の硬化は全身の種々の表在性
動脈の触診上の硬化や蛇行によって推定され，大動原癌
や狭窄に対してはその部の聴診，触診により，血管雑
音，撞嬉，競捨の徴号号化を発見することが大坊である。
また。上腕および大腿の車圧誤H定は，単に高血圧の診断
に有用であるだけではなく，狭窄蔀より下流に起る血圧
低下をみることにより，動脈の狭窄部f立を知ることがで
きる。 
2. 島振震波
動原脈波は脈波許によ!J，頚動脈，腹部大動脈，上腕
章主掠，大腿動脈，背足動原などで記録することができる
が，これら動脈問を伝播する旗設速震は動脈硬化の長い
指諜となる。教室では頚動脈と大腿動原脈設の開時記録
用いている。この方法試患者に全く浸襲なく，リアルタ
イム記拍動している大動揮の断面を見ることができ，大
動脈の拡大，狭窄，雲寺探内血栓を診断できるので，以上 哩
の超音波法の中でもっとも有用と考えられる。腹部大動
脹癌辻本法の最も臭い適窓であ予，大動脈溜の場所，大
きさ，血栓の状態，解離性大動原嬉の解離控主主どを容易 ， 
に診断できる。とくに，可動性の遊離性血栓の存在は本
語以外では証明しにくく，診断上きわめて有用である。
一方，胸部大震告訴に対する超音波法の診断的錨値は，超
音渡が骨や姉を通過し難いという性質を持つため，制約
を受けるが，大動脈 Valsalva溺の拡大，破裂，土行大
震主脈癌の診断に辻役立つ。 
5~ RI法 
RI による大動探疾患の診断には，ふつう， 9勉 Tc標
識入車清アルブミン， または 99mTc標識人赤血球によ
る First pass法また泣 Poo1ing誌が使われる。この
方法により，大重力駿濯の存在，大動探の蛇行，大動寂お
よびその分岐動脈の狭窄が容易に診新でき，錆環時間の
諜j定も可能である。 
6. コンピュ-~一新層法 (CT)
本法はこの 2-3年前より行われるようになった新し
い方法であるが，心疾患のみならず大動脈疾患の診既に
定し，動販硬化の経進観察に1系服波速度を誤Nより大動車 もきわめて有用である。すなわち， CTで辻大動訴はほ
利用している。また，脈波波形は左室庄，車管弾性，末
槍よ習の圧反射，狭窄などの影響を受け，動脹疾患の診
断に役立つ。すなわち，狭窄波はそれより中枢部む動脈
に狭窄があることを示L，頚動原服装の Tidalwaveの
著明化， Dicro，tic waveの減弱，大謎動脈探波の Tidal 
waveの出現，切痕の出現， Dicrotic waveの楕失は動
原系の硬北を示す。 
3. 単純X線
胸部X線からは大動脈の拡大，延長，蛇行，壁石灰
化，大動脈濯を知ることができる。援部では他臓器と隣
接するため大動探を直接検出することは函難であるが，
傑冨畿は腹部大動原壁の苓灰化を検出する上で役立つ。 
4. 超音波法
超音波法には Mモ}ドiこよる UCG，Bモ}ドによる
超音波断麗法， ドップラー効果を利用した超音波卑流棋
定法があ孔それぞれ動原系の診断に応用されている。
教室ではヲニア型擦蝕子を使用した超音波新層法を主に
ぼ水平醗面橡として認められるので，大動脈の位置，大
きさ，壁石炭化の診断が容易である。また，造影を行え
ば，内陸も明らかにな!)，血栓，動螺j寄屈の出血などを
明らかにすることができる。解離性大動脈藩は本誌の最
も有用な疾患の一つであ予，造彫を行なうことにより，
大動原の馬所的拡大，大動騒腔内の解離内膜 intimal 
flap，CT億の異なるこつり控，血詮の存在によ担その
診断を明らかにすることができる。さらに，造影をしな
がら連続譲影 dynamicscanを行なえば，二つの控の造
影剤の washout曲線の差により真腔と鵠躍を区別す
ることが可能である。
以上の方法は，いずれも非観血的方法で患者にほとん
ど苦菊を与えることな<，短時間で容易に，繰り返えし
できる検査法である。しかし，それぞれ長所，短所を持
っているので，大動脈疾患の診療に当つてはこれらの方
法を上手に組合せて，治諜に伴えEう経造を観察すること
が大切である。
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